
吉野ヶ里
行きたい！

吹奏楽
大好き！

うれしの茶
最高！

【はばたけ！ミライの担い手プロジェクトとは】
　このプロジェクトは、佐賀県で全国高等学校総合文化祭を開催するにあたって、

地域の魅力を発信し、また 2019 さが総文自体を PR するために
佐賀県の生徒実行委員会が進めてきた企画です。 　

　ところで皆さん、佐賀の魅力とは何だと思いますか？
一言に「佐賀の魅力」といっても地域によって、人によって様々です。
そしてその魅力を作ってきた、守ってきた人の「手」に注目し県内外の

たくさんの人に佐賀の魅力を紹介したいと思っています。

2019さが総文生徒実行委員会企画

演劇
感動する！

みかん
作ってます！



生徒実行委員が、佐賀の魅力を生み出す（紡ぐ）
「担い手」を取材しました。  （佐賀県の全20市町、全23部門）

「後輩たちや、次の世代の若者に伝えて（繋いで）
 いきたいことは？」  インタビュー（市町・部門）

【生徒実行委員の想い】第43回全国高等学校総合文化祭（2019 さが総文）生徒実行委員会委員長　佐藤 雄貴

　私たちは、佐賀の魅力について考えるなかで、佐賀の特産品や祭り、文化部の活動と
いった今ある魅力は「人」が繋いできたものだと気づきました。この「担い手」たちこそ本当
の魅力であり、私たち佐賀の若者がこれらの大切な財産を未来へ受け継いでいかなくては
ならないという想いから、このプロジェクトを立ち上げました。

　2019 さが総文をきっかけとし、今まで知らなかった特産品や祭り、各文化部の
活動のみならず、それらを守り育ててきた皆さんの苦労や想いを知ることができま

した。私たちは、これらの魅力を全国から集う仲間たちと共有したいです。
また、このプロジェクトが、私たち高校生にとって、「これら地域の魅力を
未来に継承していく（継ぐ）のは私たちだ」と、志を新たにする
きっかけとなれば幸いです。

2019 さが総文生徒実行委員会企画

美術・工芸部門
表現する方法は１つだけじゃない
ということを伝えたい。

有田町 井上萬二さん 日本音楽部門
ありのままの自分の自由な感覚を
大切にしてほしい。

日本の伝統の「美」をこの手で後輩
たちと伝えたい。 ▲パネル ▲ 映像

このプロジェクトで作成したもの
総合開会式会場、各部門会場にて展示・上映

取材を終えて ［生徒実行委員会の感想］




